
３ 高知市地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

高知市地域は「平成の大合併」により、都市部を中心とした県域の中核機能に加え、田

園地域と中山間地域を併せ持つ都市となりました。総人口は、令和２年の国勢調査では

326,545人で、県全体の４割余りを占めています。65歳以上の高齢者の比率は、県平均を下

回っているものの、他地域と同様に高齢化が進行しています。

高知市地域の令和３年度の市町村内総生産（名目）は、1,150,078百万円であり、平成27

年度と比較すると約4.3％減少しています。なお、令和３年度の県内総生産（名目）に占め

る割合は約48.4％です。

産業別構成比（令和３年度）は、卸売・小売業や情報通信業、専門・科学技術、業務支

援サービス業等の第３次産業が約86.2％と突出していることが特色に挙げられます。
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産業構造の特徴

特化係数※ H27 R3 特化係数※ H27 R3
農業 0.25 0.28 宿泊・飲食 1.14 1.21 
林業 0.04 0.04 情報通信業 1.82 1.70 
水産業 0.06 0.09 金融・保険業 1.35 1.43 
鉱業 0.33 0.33 不動産業 1.09 1.13 
製造業 0.58 0.68 専門 1.47 1.43 
電・ガ・水・廃 0.80 0.84 公務 0.96 0.99 
建設業 0.76 0.67 教育 0.81 0.83 
卸売・小売業 1.21 1.17 保健衛生 1.02 0.99 
運輸・郵便業 0.82 0.83 その他サービス 1.09 1.14 

高知県を比較対象
とした場合

高知市
高知県を比較対象

とした場合
高知市

出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）

※特化係数:高知市の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、

高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。



農業分野

山間部から沿岸部までのそれぞれの地域で地理的条件に応じた農業が営まれており、沿

岸部では花き、平野部では水稲や野菜等の施設園芸を主体とする営農形態となっています。

北部の中山間地域では、露地ショウガのほか、地理的な特性を生かして、ユズや四方竹の

生産・加工、有機栽培による農産物の生産等が行われています。原油価格の高騰や担い手

の減少等により農業経営は全体的に厳しさを増していますが、大消費地に近い地の利を生

かして、直販所や街路市等を通じた地産地消の取り組みが進められています。

畜産業については、南部の里山地域と北部の中山間地域において、養鶏と酪農経営が行

われ、生産される畜産物の大半は県内で加工・販売・消費されています。飼料代の高騰等

により厳しい経営を強いられている一方で、一部の経営体では牧場直営によるスイーツの

製造販売等、６次産業化に向けた取り組みも行われています。

林業分野

総面積の約60％を占める森林の約半分が杉やヒノキといった人工林であり、林道、作業

道等の基盤整備や森林組合を中心とした間伐等が進められていますが、木材価格の低迷を

はじめ、担い手の高齢化や人員不足による後継者不足等の課題があります。

また、大型製材工場や木質バイオマス発電施設等への安定供給を行いながら、さらなる

木材の増産を図るため、林業事業体の生産体制の強化や高性能林業機械の導入、路網整備

等による生産性の向上が求められています。

特用林産物であるイタドリについては、中山間地域の有望品目として生産拡大を図ると

ともに、県内各地への生産地域拡大や新商品の開発に向けた取り組みが行われています。

水産業分野

高知沖においては、沖合・沿岸漁業である網漁業が中心となっています。近年は、高齢

化や後継者不足による漁業者の減少や気候、海洋環境の変化により漁獲量が不安定となっ

ていることに加え、燃油・資材の高騰等により漁業者の経営が厳しさを増しています。

商工業分野

中心商店街や近隣商店街では、郊外型大型商業施設の増加や商店街の核店舗の減少、消

費者の購買方法の多様化等により、空き店舗の増加や歩行者通行量の減少等、厳しい状況

が続いています。一方で、高知城歴史博物館や図書館等複合施設「オーテピア」の整備、

藤並公園のリニューアル、民間分譲マンションの建設等により、状況が好転しつつありま

す。

製造業は、機械、食料品、鉄鋼や製紙業等を中心に操業が行われ、高い技術力によって

全国展開している企業もあり、新商品の開発や活力のある近隣地域、県外・国外に販路を

求める地産外商に取り組んでいます。

観光分野

高知市では、「よさこい祭り」をはじめ、「高知城」や「はりまや橋」、「桂浜」等の観光

名所、「坂本龍馬」や「長宗我部元親」等の「歴史」、「土佐のおきゃく」等の「食文化」と

いった、本県を代表するような観光資源を多く有しています。併せて、大型外国客船の寄

港再開や連続テレビ小説「あんぱん」に関連した観光キャンペーン等により増加する国内

外からの観光客に対して、観光案内機能の強化や周辺地域との広域での連携、効果的な情

報発信を行うことで周遊促進と消費喚起に取り組んでいます。



（２） 地域アクションプランの概要

高知市地域では、県都・中核市としての都市機能や役割を十分に果たしつつ、主要農産

物の振興に加え、それらを生かした６次産業化の促進や中心市街地の活性化、歴史・文化・

自然・食を体感できる観光振興等の取り組みを進めていきます。

農業分野

日本一のグロリオサの産地である三里地区では、各事業主体が連携してより強力に地産

外商・輸出を進めていきます。中山間地域では、基幹品目であるユズの振興に加え、（一財）

夢産地とさやま開発公社を中心に展開する有機農業の推進等により、山の恵みを所得につ

なげる地産外商の取り組みを一層促進します。また、引き続き、地域の生産と消費の交流

拠点として、直販所の活性化を図っていきます。

林業分野

中山間地域では、イタドリの高知市地域内外における生産拡大や作業効率の向上等に取

り組み、需要に対応できる体制を整備することで、引き続き、中山間地域の活性化を図っ

ていきます。

商工業分野

春野地区のベルガモットをはじめとした農産物加工品の開発及び販路のさらなる拡大や

環境配慮型産業としての竹資源の活用といった特色ある取り組みを関係機関とともに一層

推進していきます。

また、高知市中心市街地活性化基本計画に位置づけられたハード・ソフト両面の取り組

みを高知市をはじめとする官民の各事業主体が推進することにより、中心市街地の活性化

を図っていきます。併せて、地元利用者はもとより観光客等にとって魅力のある街路市の

創出に向け、高知市街路市活性化構想に掲げた各種取り組みを推進し、地域経済の活性化

を図っていきます。

観光分野

高知市を代表する観光地である桂浜とその周辺地域が一体となった新たな魅力の創出や、

よさこい祭り発祥の地としてのブランド化を進めていくとともに、浦戸湾を活用した観光

遊覧船の取り組みにより、県内外の観光客の誘客を図っていきます。また、歴史や文化等、

高知市が誇る数多くの観光資源の磨き上げや掘り起こし、県内市町村との連携による新た

な周遊ルートの開発をはじめとする広域観光の推進等により高知県の周遊拠点都市として

の役割を果たしていきます。





（３）　具体的な取り組み

分
野
№

1 グロリオサの生産販売対策の強化による産地振興

2 土佐山地域を核としたユズ産地の振興

3 有機農産物による土佐山地域の振興

4 直販店を核とした鏡地域の活性化

5 加工品充実による直販所の活性化と食の伝承

林 6 イタドリの増産による中山間地域の振興

7 農産物の６次産業化による春野地域の振興

8 竹資源活用による環境配慮型産業の推進

9 中心市街地における商業、観光等の基盤強化による都市機能の増進及び経済活力の向上

10 日曜市をはじめとする土佐の街路市の活性化

11 地域資源の磨き上げと創出による観光振興

12 よさこい発祥の地としてのブランド力確立と文化の継承・発展

13 桂浜公園を核とした桂浜エリアの活性化による観光振興

14 遊覧船による浦戸湾の観光振興
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高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組
合
、◎
JA
高
知
市
、◎
土
佐
山
ファ
クト
リー
(協
)、

◎
旭
フレ
ッシ
ュ(
株
)、
◎
高
知
市

ユ
ズ
販
売
額

1.
5
億
円

（
R4
）

1.
7
億
円

1.
9
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

事
業
概
要

中
山
間
地
域
の
基
幹
品
目
で
あ
る
ユ
ズ
の
生
産
拡
大
と高
品
質
化
、ス
マ
ー
ト農
業
技
術
の
導

入
、後
継
者
の
育
成
等
に
より
経
営
の
安
定
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

安
定
生
産

・現
地
検
討
会
な
ど年
６
回
の
集
合
研
修
（
H2
1～
）

・搾
汁
施
設
の
整
備
（
H2
1）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・短
棘
優
良
系
統
の
試
験
と導
入
（
H2
5～
）

・搾
汁
残
渣
加
工
施
設
（
精
油
抽
出
）
の
整
備
（
H2
8）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・土
佐
山
柚
子
加
工
調
整
施
設
の
県
版
HA
CC
P
第
3
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得

（
R
元
）

・新
しい
青
果
用
選
果
機
の
導
入
（
R
元
）

・ド
ロー
ン
防
除
試
験
（
R
元
～
）

・自
動
コン
テ
ナ
洗
浄
機
の
導
入
（
R2
）

・プ
レ選
果
機
の
導
入
（
R3
）

・土
佐
山
柚
子
加
工
調
整
施
設
に
お
け
る
冷
凍
庫
追
加
整
備
（
R3
）

・土
佐
山
柚
子
加
工
調
整
施
設
の
搾
汁
ライ
ン改
修
（
R6
）

・ド
ロー
ン
施
肥
試
験
（
R6
～
）

[成
果
]

・ユ
ズ
未
活
用
果
皮

H2
4～
26
平
均
:1
11
ｔ

→
R2
～
：
０
ｔ

・ド
ロー
ン防
除

R
元
：
ｰ
ha

→
R5
:9
.2
ha
(延
べ
面
積
)

・作
付
面
積

R
元
：
60
ha

→
R5
：
61
ha

・指
導
農
業
士
認
定
：
3
名

（
R2
～
R5
累
計
）

・新
規
就
農
者
：
3
名

（
R2
～
R5
累
計
）

[課
題
]

・急
傾
斜
・狭
い
園
地
に
よ
る

大
き
な
作
業
負
荷
へ
の
対
応

・土
佐
山
柚
子
加
工
調
整
施

設
の
老
朽
化
へ
の
対
応

・高
齢
化
・人
手
不
足
へ
の

対
応

栽
培
管
理
技
術
の
向
上
に
よ
る
安
定
生
産

■
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組
合
、J
A
高
知
市
、旭
フレ
ッシ
ュ(
株
)、
高
知
市

・ス
マー
ト農
業
技
術
等
を
活
用
した
生
産
力
強
化

・現
地
検
討
会
等
に
よ
る
技
術
力
向
上

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・ス
マー
ト農
業
に
係
る
導
入
支
援

・青
果
・加
工
用
ユ
ズ
出
荷
者
へ
の
技
術
支
援

生
産
基
盤
の
維
持

・産
地
計
画
の
作
成
（
H2
8、
R4
）

・「
ユ
ズ
バ
トン
隊
」の
育
成
（
H2
9～
R
元
）

・指
導
農
業
士
の
育
成
（
H2
9～
）

・産
地
提
案
書
の
作
成
と新
規
農
業
者
の
勧
誘
（
H3
0～
）

・新
植
・改
植
、園
内
道
の
整
備
（
H3
0～
）

→
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
の
活
用

・新
規
就
農
者
の
研
修
会
「ユ
ズ
の
学
校
」活
動
（
R2
～
）

・経
営
体
に
対
す
る
現
状
・将
来
把
握
の
た
め
の
アン
ケ
ー
ト調
査
（
R4
～
）

・貸
借
可
能
な
ほ
場
を
把
握
す
る
た
め
の
現
地
調
査
（
R6
）

・新
規
就
農
希
望
者
との
マ
ッチ
ング
（
R6
～
）

担
い
手
の
確
保
・育
成

■
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組
合
、J
A
高
知
市

・担
い
手
対
策
の
検
討
と実
行

・流
動
化
可
能
な
園
地
調
査
の
実
施

・新
規
就
農
希
望
者
との
マ
ッチ
ング

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・担
い
手
対
策
の
実
行
支
援

現
地
検
討
会
等
の
開
催
支
援

園
地
流
動
化
に
向
け
た
取
り組
み

農
業
用
ドロ
ー
ン
等

の
現
地
実
証

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
支
援

果
樹
産
地
構
造
改
革
計
画
の

見
直
し



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
3
有
機
農
産
物
に
よ
る
土
佐
山
地
域
の
振
興

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社
、連
携
農
家

販
売
額

2.
03
億
円

（
R4
）

2.
45
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

事
業
概
要

土
佐
山
を
今
後
10
0
年
に
わ
た
り豊
か
に
継
続
させ
る
「土
佐
山
百
年
構
想
」に
基
づ
き
、(
一

財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社
を
中
心
とし
て
、有
機
野
菜
な
どの
生
産
と販
売
及
び
加
工
品
の

開
発
・販
売
の
取
り組
み
を
通
じて
農
家
所
得
の
向
上
と地
域
の
振
興
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

有
機
農
産
物
の
栽
培
技

術
の
確
立
・普
及
と
生

産
拡
大

・栽
培
技
術
の
確
立
・普
及
活
動
（
H2
1～
）

・加
工
品
の
開
発
・販
売
（
H2
1～
）

・シ
ョウ
ガ
の
有
機
JA
S
認
証
取
得
（
H2
1）

・有
機
農
産
物
、農
薬
を
使
用
し
な
い
農
産
物
（
ユ
ズ
・シ
ョウ
ガ
・ジ
ャガ
イ
モ

等
）
の
生
産
販
売
（
H2
1～
）

・肥
料
を
製
造
す
る
土
づ
くり
セ
ンタ
ー
の
増
強
整
備
（
H2
4）

[成
果
]

・雇
用
の
創
出

H2
0:
11
人

（
正
規
3
人
、

パ
ー
ト
8
人
）

→
R5
:4
2
人

（
正
規
10
人
、

パ
ー
ト
29
人
、

短
期
雇
用
3
人
）

・商
談
会
へ
の
出
展
等
に
よ
る

加
工
部
門
の
売
上
高
増

R2
：
49
,8
04
千
円

→
R5
：
78
,9
46
千
円

[課
題
]

・公
社
の
組
織
体
制
及
び
経

営
状
況
の
改
善

・生
産
農
家
の
所
得
向
上
及

び
担
い
手
の
確
保

・販
路
拡
大

・営
業
力
の
強
化

生
産
農
家
へ
の
栽
培
技
術
の
普
及

■
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社

・有
機
農
業
に
つ
い
て
の
技
術
指
導
（
公
社
→
連
携
農
家
）

・優
良
母
樹
か
らの
ユ
ズ
苗
木
の
栽
培
及
び
土
佐
山
柚
子
生
産
組
合
へ
の
供
給

・新
規
作
物
の
試
験
栽
培

□
県
(農
業
改
良
普
及
所
)

・栽
培
に
関
す
る
技
術
指
導

有
機
農
産
物
の
生
産
拡
大

■
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社

・公
社
ほ
場
及
び
遊
休
地
、耕
作
放
棄
地
の
活
用

・シ
ョウ
ガ
輪
作
に
よる
ほ
場
の
効
率
活
用

・庭
先
農
家
へ
の
営
農
指
導

農
家
の
所
得
向
上
及
び

公
社
の
経
営
体
制
の
安

定
化

・庭
先
集
荷
に
よる
集
荷
販
売
（
H2
1～
）

・中
山
間
農
業
複
合
経
営
拠
点
事
業
戦
略
の
策
定
（
H2
9）

・ア
グ
リ事
業
戦
略
サ
ポ
ー
トセ
ンタ
ー
に
よる
実
行
フォ
ロー
（
R
元
）

・公
社
全
体
の
収
支
改
善
計
画
の
策
定
（
R
元
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・コ
ロナ
の
影
響
を
踏
ま
え
た
収
支
改
善
計
画
の
見
直
しと
対
応
策
の
検
討
及
び

収
支
改
善
に
向
け
た
取
り組
み
の
実
施
（
R2
～
4）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

経
営
安
定
化
に
向
け
た
事
業
計
画
の
実
行

■
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社

・経
営
安
定
化
に
向
け
た
事
業
計
画
及
び
雇
用
計
画
の
実
行

・経
営
ア
ドバ
イザ
ー
に
よる
実
務
支
援

・外
部
専
門
家
に
よ
る
経
営
評
価
及
び
ア
ドバ
イス

・課
題
解
決
に
向
け
た
新
規
プ
ロジ
ェク
ト組
成
及
び
実
施

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

加
工
施
設
の
高
度
化
に

よ
る
販
路
拡
大

・土
佐
山
ジ
ンジ
ャー
エー
ル
の
開
発
・製
造
（
H2
3～
）

・四
方
竹
加
工
場
稼
働
開
始
（
H2
6）

・ス
イー
ツ加
工
施
設
整
備
・稼
働
開
始
（
H2
8）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・県
版
HA
CC
P
第
３
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
（
H3
0:
清
涼
飲
料
水
製
造
）

・自
動
液
体
充
填
機
及
び
自
動
ラベ
ル
貼
り機
の
導
入
（
R2
）

→
新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
対
策
産
業
振
興
推
進
特
別
支
援
事
業
費

補
助
金
の
活
用

・生
産
性
向
上
及
び
衛
生
管
理
の
高
度
化
に
向
け
た
施
設
整
備
（
R5
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

加
工
品
の
安
定
生
産
、新
商
品
の
開
発
・製
造

■
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
へ
の
対
応

□
県
(地
域
本
部
等
)

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
の
提
案

タ
ー
ゲ
ット
を
見
据
え
た
販
路
開
拓

■
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社

・各
種
展
示
商
談
会
や
イベ
ント
へ
の
出
展

・E
C
販
売
の
促
進

・情
報
発
信
の
拠
点
づ
くり

□
県
(地
域
本
部
等
)

・県
外
商
談
会
等
の
情
報
提
供

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
の
提
案

調
査
研
究

連
携
農
家
へ
の
技
術
指
導

事
業
計
画
及
び
雇
用
計
画
の
実
行

新
規
プ
ロ

ジ
ェク
ト
の

検
討 H
AC
CP
に
沿
った

衛
生
管
理
体
制
の
整
備

各
種
展
示
商
談
会
等
へ
の
出
展

EC
販
売
の
促
進

遊
休
地
等
の
活
用
に
よ
る
生
産
拡
大

新
規
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の

実
施



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
4
直
販
店
を
核
とし
た
鏡
地
域
の
活
性
化

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
鏡
村
直
販
店
組
合
「鏡
む
らの
店
」

売
上
高
※

1.
29
億
円

（
R4
）

1.
18
億
円

1.
35
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

※
暦
年

事
業
概
要

鏡
村
直
販
店
組
合
「鏡
む
らの
店
」（
万
々
店
、リ
オ
店
）
は
組
合
員
に
よ
り主
に
鏡
地
域
の
野

菜
や
果
物
が
出
荷
され
て
い
る
。同
組
合
と関
係
機
関
が
連
携
して
栽
培
推
進
品
目
を
選
定
し、

積
極
的
な
栽
培
支
援
に
よ
る
生
産
力
向
上
や
、販
売
強
化
の
支
援
を
進
め
、売
上
高
及
び
組
合

員
の
所
得
向
上
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

推
進
品
目
の
栽
培
推
進

・チ
ー
ム
会
の
開
催
（
H3
0～
）

・直
販
店
の
課
題
・対
応
策
の
検
討
に
向
け
た
直
販
所
活
性
化
セ
ミナ
ー
へ
の
参

加
（
R
元
）

・品
薄
時
期
対
策
とし
て
地
域
外
の
生
産
者
か
らの
買
取
販
売
を
開
始
（
トマ

ト・
キ
ュウ
リ（
H2
8～
）
、梨
・柿
・リ
ンゴ
（
R
元
～
）
、肉
類
（
R3
～
）
）

・推
進
品
目
の
実
証
試
験
（
R2
～
：
ホ
ウレ
ンソ
ウ、
ブ
ロッ
コリ
ー
、ネ
ギ
、キ
ャ

ベ
ツ等
）

・栽
培
経
験
の
少
な
い
組
合
員
等
へ
の
個
別
指
導
（
R2
～
）

・新
規
栽
培
者
を
掘
り起
こす
た
め
の
普
及
所
だ
より
の
発
行
（
R2
～
）

[成
果
]

・新
規
組
合
員
（
H2
6～

R5
累
計
）
：
6
名

・I
ns
ta
gr
am
に
よる
情
報

発
信
の
強
化

[課
題
]

・農
産
物
の
出
荷
数
の
減
少

・生
産
農
家
の
高
齢
化
に
よ

る
出
荷
量
・販
売
額
の
減
少

・販
売
ス
タッ
フの
不
足

・直
販
店
の
認
知
度
の
向
上

・施
設
・設
備
の
高
度
化

推
進
品
目
の
選
定
と栽
培
の
支
援

■
鏡
村
直
販
店
組
合
「鏡
む
らの
店
」

・推
進
品
目
の
周
知

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・栽
培
講
習
会

・新
規
栽
培
者
の
掘
り起
こし

・P
O
S
分
析
支
援

・加
工
向
け
品
目
の
検
討

販
売
・経
営
対
策

・S
NS
研
修
会
の
実
施
（
H2
6～
28
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・直
販
所
活
性
化
セ
ミナ
ー
フォ
ロー
ア
ップ
セ
ミナ
ー
開
催
（
R2
）

・食
品
衛
生
法
の
改
正
に
関
す
る
情
報
提
供
（
R2
～
3）

・広
報
用
In
st
ag
ra
m
導
入
支
援
（
R3
～
）

・S
NS
に
よ
る
情
報
発
信
（
R4
～
）
→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・品
揃
え
等
店
舗
運
営
向
上
の
た
め
直
販
所
交
流
商
談
会
へ
の
参
加

（
R5
～
）

・財
務
分
析
に
よる
経
営
体
制
の
見
直
し（
R6
～
）

販
売
商
品
の
充
実

■
鏡
村
直
販
店
組
合
「鏡
む
らの
店
」

・他
直
販
店
等
の
地
域
外
か
らの
商
品
確
保
の
検
討
・実
践

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
・地
域
本
部
等
）

・P
O
S
分
析
支
援

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
の
提
案

経
営
体
制
強
化

■
鏡
村
直
販
店
組
合
「鏡
む
らの
店
」

・雇
用
及
び
経
営
体
制
の
強
化

・I
ns
ta
gr
am
を活
用
した
広
報
活
動

・施
設
・設
備
の
高
度
化
に
向
け
た
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
及
び
セ
ミナ
ー
等
に
関
す
る
情
報
提
供

推
進
品
目
の
周
知
・栽
培
支
援

商
品
確
保
に
向
け
た
検
討
・実
践

経
営
体
制
強
化
に
向
け
た

研
修
へ
の
参
加
・実
践



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
5
加
工
品
充
実
に
よ
る
直
販
所
の
活
性
化
と食
の
伝
承

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
JA
高
知
市
女
性
部
直
販
部
会
(直
販
所
「真
心
ふ
ぁー
む
らぶ
」)
、◎
加
工
組
織
な
る
クラ
ブ

売
上
高
※

9,
06
4
万
円

（
R4
）

9,
92
5
万
円

１
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
4.
４
月

※
暦
年

事
業
概
要

JA
高
知
市
の
直
販
所
「真
心
ふ
ぁー
む
らぶ
」に
お
い
て
、地
域
の
農
産
物
に
加
え
、加
工
組
織

「な
る
クラ
ブ」
が
開
発
・製
造
した
商
品
を
販
売
す
るこ
とで
、地
産
地
消
を
推
進
す
る
。

また
、商
品
開
発
や
地
域
住
民
の
農
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
り組
み
に
よ
り、
地
域
農
産
物
の

消
費
拡
大
と田
舎
寿
司
な
どの
伝
統
食
の
伝
承
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

直
販
所
「真
心
ふ
ぁ
ー
む

ら
ぶ
」の
販
売
拡
大

・店
舗
改
善
（
H2
4～
25
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・農
家
レ
ス
トラ
ン開
催
（
H2
4～
）

・H
AC
CP
の
考
え
方
を取
り入
れ
た
衛
生
管
理
へ
の
取
り組
み
（
R2
～
）

・運
営
体
制
の
見
直
しと
レ
イア
ウト
改
善
の
提
案
（
R2
～
R3
）

→
直
販
所
事
業
戦
略
策
定
ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用

・商
品
PR
の
た
め
の
PO
P
掲
示
（
R4
）

・直
販
所
経
営
力
向
上
セ
ミナ
ー
受
講
（
R4
～
R5
）

・他
直
販
所
との
商
品
交
流
（
R4
～
）

[成
果
]

・真
心
ふ
ぁー
む
らぶ
販
売
額

H2
7：
7,
46
0.
9
万
円

→
R5
：
9,
55
9.
1
万
円

・な
る
ク
ラ
ブ
が
、地
産
地
消

等
優
良
活
動
表
彰
に
お
い
て

中
四
国
農
政
局
長
賞
を
受

賞
（
H2
9）

・な
る
クラ
ブ
販
売
額

H2
7：
2,
51
3.
6
万
円

→
R5
：
3,
60
8.
1
万
円

[課
題
]

・レ
イア
ウト
の
改
善

・新
商
品
の
開
発
と商
品
の

付
加
価
値
向
上

・消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
った
サ

ー
ビス
の
充
実

・他
の
直
販
所
との
連
携
に
よ

る
商
品
の
充
実

・既
存
商
品
の
見
直
し
と重

点
化
に
よ
る
収
益
性
の
向
上

・販
売
及
び
加
工
部
門
の
人

手
不
足

顧
客
サ
ー
ビス
の
充
実

■
直
販
所
真
心
ふ
ぁー
む
らぶ

・運
営
体
制
の
見
直
し及
び
レ
イア
ウト
の
改
善

・会
員
要
件
の
拡
大
に
よ
る
商
品
ライ
ンナ
ップ
の
充
実

・高
単
価
の
加
工
品
（
ス
イー
ツ等
）
の
ライ
ンナ
ップ
の
充
実

□
県
（
地
域
本
部
・高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

他
の
直
販
所
との
連
携

■
直
販
所
真
心
ふ
ぁー
む
らぶ

・他
直
販
店
との
連
携
に
よる
商
品
の
確
保
及
び
充
実

□
県
（
地
域
本
部
・高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

加
工
組
織
「な
る
ク
ラ

ブ
」を
中
心
と
し
た
加
工

品
製
造
の
充
実

・農
産
物
加
工
施
設
（
婦
人
の
家
）
の
拡
充
整
備
（
H2
5）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・新
メニ
ュー
開
発
（
H2
9）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・チ
ー
ム
会
に
よ
る
PO
S
分
析
に
基
づ
く製
造
計
画
策
定
（
H2
6～
）

・土
佐
の
料
理
伝
承
人
に
選
定
（
H3
0）

・経
営
分
析
、運
営
体
制
の
見
直
し、
新
メニ
ュー
の
試
作
（
R2
～
）

→
6
次
産
業
化
サ
ポ
ー
トセ
ンタ
ー
事
業
の
活
用

・H
AC
CP
の
考
え
方
を取
り入
れ
た
衛
生
管
理
へ
の
取
り組
み
（
R2
～
）

・と
さの
さと
へ
の
出
荷
開
始
（
R2
～
）

・新
メニ
ュー
追
加
（
R4
）

・食
品
表
示
研
修
（
R4
)

・販
売
価
格
の
見
直
し（
R4
～
）

・商
品
の
メニ
ュー
見
直
し（
R5
）

新
商
品
の
開
発
及
び
販
売

■
加
工
組
織
な
る
クラ
ブ

・消
費
者
ニー
ズ
を
踏
ま
え
た
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発

□
県
（
地
域
本
部
・高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
の
提
案

運
営
体
制
の
見
直
しに
よ
る
収
益
性
の
向
上

■
加
工
組
織
な
る
クラ
ブ

・売
上
げ
実
績
に
基
づ
く、
製
造
計
画
及
び
人
員
体
制
の
見
直
し

・既
存
商
品
の
効
率
化
に
向
け
た
見
直
し・
検
討

・物
価
上
昇
に
対
応
した
販
売
価
格
の
改
定

□
県
（
地
域
本
部
・高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・P
O
S
分
析
支
援

・支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、チ
ー
ム
会
で
の
助
言

運
営
体
制
見
直
し、

会
員
要
件
の
拡
大

レ
イ
ア
ウ
ト改
善

既
存
商
品

の
見
直
し

既
存
商
品
の
効
率
化
に

向
け
た
検
討

他
の
直
販
所
との
連
携



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

林
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
6
イ
タ
ドリ
の
増
産
に
よ
る
中
山
間
地
域
の
振
興

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
県
イ
タド
リ生
産
普
及
販
売
促
進
協
議
会
、連
携
農
家

加
工
品
の
販
売
額

25
4
万
円

（
R4
）

50
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
9.
４
月

事
業
概
要

出
荷
量
に
お
い
て
全
国
一
で
あ
り、
一
般
的
に
県
内
で
食
され
て
い
る
イタ
ドリ
を
販
売
拡
大
して

い
くた
め
、栽
培
イタ
ドリ
の
県
内
産
地
を
拡
大
す
る
とと
も
に
、新
商
品
の
開
発
等
を
行
うこ
とに
よ
り

高
知
県
産
イタ
ドリ
の
ブラ
ンド
を確
立
し、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
所
得
の
向
上
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

イ
タ
ド
リの
安
定
生
産

・県
下
全
域
を
対
象
とし
た
イタ
ドリ
苗
の
販
売
（
H2
9～
）

・高
知
市
及
び
JA
高
知
市
等
に
よ
る
栽
培
技
術
講
習
会
の
実
施
（
H3
0、
R

元
）

・J
A
高
知
市
女
性
部
に
よる
加
工
技
術
講
習
会
の
実
施
（
H3
0～
）

・集
落
活
動
セ
ン
ター
（
お
お
の
み
き
た
、柳
野
、下
川
口
家
）
を
対
象
とし
た
出

前
講
座
の
実
施
（
R
元
～
2）
→
中
山
間
地
域
振
興
ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用

・冷
凍
施
設
整
備
（
R
元
）
→
こう
ち
農
業
確
立
総
合
支
援
事
業
の
活
用

・イ
タド
リ摘
葉
試
験
の
実
施
（
R
元
）

・森
林
技
術
セ
ンタ
ー
に
よ
る
品
種
選
抜
研
究
（
R3
～
）

[成
果
]

・県
内
に
お
け
る
新
た
な
栽
培

地
域
数

H2
9：
０
地
域

→
R6
：
76
地
域
(累
計
)

・協
議
会
会
員
の
新
規
加
入

２
事
業
者
（
R2
）

・新
商
品
開
発

６
品
(Ｈ
29
～
R5
累
計
)

[課
題
]

・生
産
者
の
人
手
不
足

・県
内
栽
培
地
域
の
さら
な
る

拡
大

・組
織
体
制
の
強
化

高
知
県
下
で
の
産
地
拡
大

■
連
携
農
家

・耕
作
放
棄
地
等
を
活
用
した
栽
培
面
積
の
拡
大

・皮
剥
ぎ
機
の
導
入
試
験

□
市
（
農
林
水
産
課
）

・優
良
株
の
普
及
支
援

□
県
（
農
業
改
良
普
及
所
・森
林
技
術
セ
ンタ
ー
・地
域
本
部
等
）

・現
地
検
討
会
の
実
施

・栽
培
技
術
及
び
病
害
虫
防
除
指
導

・収
量
の
多
い
優
良
株
の
研
究
・選
定

組
織
体
制
の
強
化

・高
知
県
イタ
ドリ
生
産
普
及
販
売
促
進
協
議
会
の
設
立
（
H3
0）

（
構
成
員
：
高
知
県
食
品
工
業
団
地
事
業
協
同
組
合
、食
品
メー
カー
、

JA
高
知
市
、J
A
高
知
県
、高
知
市
、県
）

・高
知
県
イ
タ
ド
リ生
産
普
及
販
売
促
進
協
議
会
役
員
会
・総
会
の
開
催

（
H3
0～
）

・一
次
加
工
品
商
品
規
格
の
統
一
（
H3
0）

・一
次
加
工
品
納
入
価
格
の
見
直
し（
H3
0～
）

・協
議
会
会
員
の
新
規
加
入
（
R2
：
2
集
落
活
動
セ
ン
ター
）

・持
続
可
能
な
生
産
供
給
体
制
の
検
討
及
び
生
産
者
・加
工
者
で
の
協
議

（
R4
～
）

協
議
会
の
取
り組
み
強
化

■
高
知
県
イタ
ドリ
生
産
普
及
販
売
促
進
協
議
会
（
事
務
局
:食
品
工
業
団
地
）

・生
産
販
売
計
画
の
策
定

・協
議
会
会
員
の
増
加

□
市
（
農
林
水
産
課
）

・協
議
会
の
運
営
支
援
、ア
ドバ
イス
及
び
情
報
提
供

・生
産
販
売
計
画
の
実
行
支
援

□
県
（
農
業
改
良
普
及
所
・森
林
技
術
セ
ンタ
ー
・地
域
本
部
等
）

・協
議
会
へ
の
参
画
に
よ
る
ア
ドバ
イス

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

・生
産
販
売
計
画
の
実
行
支
援

販
路
拡
大

・首
都
圏
等
に
お
け
る
各
種
展
示
会
等
へ
の
出
展
（
H2
9～
）

・首
都
圏
で
の
テ
ス
トマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
（
H3
0）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・食
品
メー
カー
等
に
よる
新
商
品
の
開
発

・イ
タド
リ葉
に
関
す
る
特
許
出
願
中
（
H3
1.
3～
：
高
知
県
食
品
工
業
団
地

事
業
組
合
及
び
高
知
市
）

・県
版
HA
CC
P
第
2
ス
テ
ー
ジ
認
証
（
R4
：
JA
高
知
市
女
性
部
鏡
支
部
）

生
産
販
売
計
画
に
基
づ
く販
売
促
進

■
高
知
県
イタ
ドリ
生
産
普
及
販
売
促
進
協
議
会
（
事
務
局
:食
品
工
業
団
地
）

・商
品
販
売
方
法
等
の
検
討

・特
許
技
術
を
活
用
した
PR

・展
示
会
等
へ
の
出
展

□
市
（
農
林
水
産
課
）

・展
示
会
等
で
の
販
売
促
進
支
援

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・展
示
会
等
で
の
販
売
促
進
支
援

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

皮
剥
ぎ
機

導
入
試
験 耕
作
放
棄
地
等
を
活
用
した

栽
培
面
積
の
拡
大

生
産
販
売

計
画
の

策
定

協
議
会
会
員
の
増
加

商
品
販
売

方
法

の
検
討

展
示
会
等
へ
の
出
展



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
7
農
産
物
の
６
次
産
業
化
に
よ
る
春
野
地
域
の
振
興

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)ス
タジ
オ
・オ
カ
ム
ラ、
連
携
農
家

販
売
額

8,
70
7
万
円

（
R4
）

1.
2
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
2.
４
月

事
業
概
要

春
野
地
域
の
ベ
ル
ガ
モ
ット
を
は
じめ
とし
た
農
産
物
を活
用
した
新
た
な
加
工
品
を
開
発
す
る
とと

も
に
、当
該
加
工
品
の
新
た
な
販
路
を
拡
大
し、
農
家
所
得
の
向
上
及
び
雇
用
の
創
出
に
よ
る
地

域
の
振
興
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

農
産
物
の
生
産
体
制
の

整
備

・ベ
ル
ガ
モ
ット
等
の
栽
培
技
術
確
立
支
援
（
H2
2～
）

・農
産
物
加
工
場
の
整
備
（
H2
3）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・低
温
乾
燥
設
備
の
導
入
（
H2
6）

・県
版
HA
CC
P
第
2
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
（
H2
9）

・県
版
HA
CC
P
第
3
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
（
R2
）

・ベ
ル
ガ
モ
ット
連
携
農
家
の
掘
り起
こし
（
R6
～
）

[成
果
]

・加
工
場
の
増
設
に
よ
る
雇

用
創
出

H2
7:
２
人

（
正
規
２
人
）

→
R6
：
7
人

（
正
規
3
人
、

パ
ー
ト
4
人
）

・ベ
ル
ガ
モ
ット
加
工
品
の
商

品
開
発
：
12
商
品
（
H2
7

～
累
計
）

・業
務
用
（
洋
菓
子
店
向

け
）
ベ
ル
ガ
モ
ット
商
品
開

発
：
2
商
品
（
R3
～
）

・ベ
ル
ガ
モ
ット
の
新
規
連
携

農
家 R6
：
6
戸

・ベ
ル
ガ
モ
ット
生
産
面
積

R5
：
40
a

→
R6
（
9
月
時
点
）
：

50
a

[課
題
]

・加
工
品
の
増
産
体
制
の
整

備 ・連
携
農
家
の
掘
り起
こし

・E
C
販
売
の
強
化

・新
商
品
の
開
発

増
産
に
向
け
た
体
制
強
化

■
(有
)ス
タジ
オ
・オ
カム
ラ、
連
携
農
家

・ベ
ル
ガ
モッ
ト栽
培
技
術
の
指
導
及
び
周
知

・連
携
農
家
の
掘
り起
こし
に
よ
る
香
料
原
料
の
生
産
拡
大

・増
産
に
向
け
た
設
備
の
導
入

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

・産
振
補
助
金
の
活
用
提
案

加
工
品
の
販
路
拡
大

・各
種
商
談
会
へ
の
参
加
（
H2
4～
）

・P
B
商
品
、O
EM
生
産
の
展
開
（
H2
5～
）

・お
中
元
、お
歳
暮
へ
の
ギ
フト
カタ
ログ
掲
載
（
H2
5～
）

・業
務
用
商
品
（
ベ
ル
ガ
モ
ット
・シ
ョウ
ガ
）
の
販
売
（
R3
～
）

・調
香
分
野
の
教
育
機
関
や
専
門
家
（
調
香
師
）
へ
の
香
料
販
売
（
R4

～
）

首
都
圏
及
び
関
西
圏
を
メ
イ
ン
とし
た
販
路
拡
大

■
(有
)ス
タジ
オ
・オ
カム
ラ

・各
種
商
談
会
へ
の
参
加

・香
料
メー
カー
へ
の
販
路
開
拓

・O
EM
先
との
連
携
強
化
及
び
新
規
開
拓

・E
C
販
売
等
の
営
業
強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
に
関
す
る
情
報
提
供

新
た
な
チ
ャネ
ル
に
向
け

た
商
品
開
発

・食
品
メー
カー
向
け
の
ベ
ル
ガ
モ
ット
残
渣
の
有
効
利
用
（
R3
～
）

・香
料
メー
カー
等
と連
携
した
ベ
ル
ガ
モ
ット
オ
イル
の
活
用
方
法
の
検
討
（
R4

～
）

香
料
メ
ー
カ
ー
との
連
携
に
よ
る
商
品
開
発

■
(有
)ス
タジ
オ
・オ
カム
ラ

・品
質
及
び
安
全
性
の
分
析

・分
析
結
果
を
踏
まえ
た
新
商
品
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

連
携
農
家
の
掘
り起
こし

設
備
導
入
の

検
討 各
種
商
談
会
へ
の
参
加

品
質
等
の
研
究

新
商
品
の
開
発

新
商
品
の
販
売

設
備
導
入



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
８
竹
資
源
活
用
に
よ
る
環
境
配
慮
型
産
業
の
推
進

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)コ
ス
モ
工
房
、◎
(同
)高
知
竹
材
セ
ン
ター

(1
)売
上
高

（
コス
モ
工
房
）
※

6,
76
7
万
円

（
R4
）

7,
97
0.
4

万
円

8,
00
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
5.
４
月

(2
)売
上
高

（
高
知
竹
材
セ
ン
ター
）
※

41
9
万
円

（
R4
）

84
4
万
円

事
業
概
要

県
産
竹
材
を
活
用
し
た
素
材
生
産
を
拡
大
す
る
こと
に
よ
り、
森
林
保
全
と環
境
配
慮
型

産
業
の
推
進
を
図
る
。

※
(1
)暦
年
、(
2)
2
月
～
1
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

県
産
竹
材
を
活
用
し
た

素
材
の
安
定
生
産

（
コス
モ
工
房
）

・県
外
見
本
市
や
商
談
会
等
（
ジ
ャパ
ン
ホ
ー
ム
シ
ョー
、ふ
る
さと
建
材
家
具
見

本
市
）
へ
の
出
展
（
H2
1～
）

・自
動
車
用
竹
ハ
ンド
ル
製
造
メー
カー
へ
の
竹
ラミ
ナ
材
供
給
（
H2
4～
R3
）

・土
佐
山
に
第
二
工
場
を整
備
（
H2
7）

・県
外
竹
ブ
ラシ
製
造
メー
カー
へ
の
竹
の
柄
供
給
（
H2
7～
）

→
コロ
ナ
禍
の
影
響
で
メー
カー
が
仕
入
れ
先
を
国
内
へ
シ
フト
した
こと
に
よ
り、

国
内
シ
ェア
約
9
割

・竹
集
成
材
を
建
材
とし
て
県
外
へ
供
給
（
R4
～
）

大
阪
・関
西
万
博
の
パ
ビリ
オ
ン（
ゼ
リジ
ャパ
ン）
に
使
用

[成
果
]

（
コス
モ工
房
）

・竹
ラミ
ナ
材
を
建
材
とし
て
県

外
へ
供
給

・雇
用
の
創
出

H2
4：
5
人

（
正
規
5
人
）

→
R5
：
13
人

（
正
規
11
人
、

パ
ー
ト
2
人
）

（
高
知
竹
材
セ
ンタ
ー
）

・原
竹
及
び
加
工
品
の
販
売

額
R2
：
90
万
円

→
R4
：
13
5
万
円

[課
題
]

（
コス
モ工
房
）

・高
品
質
な
原
竹
の
仕
入
れ

・販
路
拡
大

（
高
知
竹
材
セ
ンタ
ー
）

・販
路
開
拓

加
工
技
術
の
継
承
と技
術
力
向
上
に
よ
る
生
産
体
制
の
強
化

■
(株
)コ
ス
モ工
房

・原
竹
の
確
保

・竹
集
成
材
の
加
工
技
術
の
継
承

集
成
材
及
び
突
き
板
の
販
路
拡
大

■
(株
)コ
ス
モ工
房

・親
会
社
と共
同
で
の
商
談
会
へ
の
出
展

・既
存
顧
客
等
へ
の
営
業
活
動

・H
P
で
の
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

県
産
竹
材
の
供
給
体
制

構
築
及
び
販
路
開
拓

（
高
知
竹
材
セ
ン
タ
ー
）

・(
同
)高
知
竹
材
セ
ンタ
ー
設
立
（
H2
8）

・シ
イラ
漬
け
漁
に
用
い
る
原
竹
の
販
売
（
H3
0）

・竹
製
の
住
宅
用
フェ
ンス
の
試
作
品
開
発
（
R
元
）

・飛
沫
対
策
の
竹
製
ア
クリ
ル
板
立
て
の
試
作
（
R2
）

・五
台
山
竹
林
整
備
（
東
孕
地
区
6h
a）
（
R5
～
）

竹
材
の
質
の
向
上

■
(同
)高
知
竹
材
セ
ンタ
ー

・竹
林
整
備
に
よ
る
需
要
の
高
い
孟
宗
竹
の
増
産

原
竹
及
び
加
工
品
の
販
路
開
拓

■
(同
)高
知
竹
材
セ
ンタ
ー

・原
竹
や
住
宅
用
フェ
ンス
な
ど既
存
商
品
、竹
粉
の
販
路
開
拓

（
農
家
、大
阪
大
学
等
教
育
機
関
、(
株
)共
生
等
の
県
外
企
業
な
ど）

・竹
繊
維
を
活
用
した
新
材
料
へ
の
活
用

・H
P、
Fa
ce
bo
ok
で
の
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

生
産
体
制
の
強
化

販
路
拡
大

竹
材
の
質
の
向
上

販
路
開
拓



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
9
中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
業
、観
光
等
の
基
盤
強
化
に
よ
る
都
市
機
能
の
増
進
及
び

経
済
活
力
の
向
上

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
市
、高
知
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
ほ
か
関
係
団
体

(1
)空
き店
舗
率

17
.0
％

（
R4
）

15
.2
％

14
.4
％

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)歩
行
者
通
行
量
（
17

地
点
・冬
季
・平
日
休
日
2

日
の
合
計
）

10
5,
61
3
人

（
R4
）

11
4,
91
3
人

12
8,
00
4
人

事
業
概
要

高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、多
様
な
主
体
の
参
画
の
も
とに
、

中
核
市
とし
て
賑
わ
い
と活
力
あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
を
目
指
し
、都
市
機
能
の
増
進
と

経
済
活
力
の
向
上
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

高
知
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
推

進

・高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
第
二
期
計
画
）
の
推
進

（
H3
0.
4～
R5
.3
、計
画
登
載
60
事
業
）

⇒
主
な
事
業
：
丸
ノ内
緑
地
整
備
事
業
、レ
ン
タサ
イ
クル
事
業
、観
光
案
内

所
整
備
事
業
、帯
屋
町
一
丁
目
地
区
複
合
施
設
整
備
事
業

⇒
進
捗
率
97
％
（
登
載
60
事
業
中
58
事
業
が
「事
業
完
了
」ま
た
は

「事
業
実
施
中
」）

⇒
評
価
指
標
の
目
標
達
成
「中
心
市
街
地
の
居
住
人
口
の
割
合
」

基
準
値
1.
52
％
(H
28
)
最
新
値
1.
83
％
(R
6.
4)

（
R4
目
標
値
:1
.6
5％
）

・高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
第
三
期
計
画
）
の
策
定
・推
進

（
R5
.4
～
R1
0.
3、
計
画
登
載
58
事
業
）

[成
果
]

・第
三
期
計
画

進
捗
率
10
0％

（
登
載
58
事
業
が
「事
業

完
了
」ま
た
は
「事
業
実
施

中
」）

・評
価
指
標
の
目
標
達
成

「中
心
市
街
地
の
居
住
人

口
」（
第
三
期
か
ら）

基
準
値
5,
52
9
人
(R
3)

最
新
値
5,
75
5
人
(R
6.
4)

（
R9
目
標
値
5,
77
6
人
）

・第
三
期
計
画
策
定

（
R5
.3
.1
7
内
閣
府
認
定
）

[課
題
]

・中
心
市
街
地
の
居
住
人
口

が
増
加
して
い
る
一
方
で
、営

業
店
舗
数
が
減
少

・新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
等
に
よ
り減
少
した

来
街
者
数
・滞
在
時
間
の
回

復

計
画
搭
載
58
事
業
の
推
進

■
高
知
市

・空
き
店
舗
を活
用
した
創
業
支
援
サ
ポ
ー
ト事
業
（
H2
5～
R9
）

・横
堀
公
園
整
備
事
業
（
H2
5～
R9
）

■
商
店
街
・民
間
事
業
者
等

・商
店
街
等
人
流
分
析
事
業
（
R6
～
R9
）

・商
店
街
イベ
ント
事
業
（
H2
5～
R9
）

・「
学
生
×
商
店
街
」魅
力
発
信
事
業
（
R5
～
R9
）

・中
心
市
街
地
空
き
店
舗
ツア
ー
事
業
（
R5
～
R9
）

→
産
振
補
助
金
活
用
予
定

・タ
ウン
モ
ビリ
テ
ィ事
業
（
H2
5～
R9
）

→
産
振
補
助
金
活
用
予
定

(中
心
市
街
地
バ
リア
フリ
ー
情
報
発
信
事
業
)

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
支
援
制
度
の
活
用
提
案

高
知
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
フ

ォロ
ー
ア
ップ
及
び
計
画

の
見
直
し

・高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
開
催
（
H2
3～
R4
で
計
15
回

開
催
）

・内
閣
府
へ
の
定
期
フォ
ロー
ア
ップ
報
告
（
H2
7～
、毎
年
5
月
）

・第
三
期
高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
検
討
委
員
会
の
開

催
（
R3
.1
1.
18
、R
4.
3.
30
、6
.6
、9
.9
、1
1.
8）

・高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
を
開
催
し、
最
終
フォ
ロー
ア
ップ
結
果

の
報
告
及
び
意
見
を聴
取
（
R5
.5
.2
3）

高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
開
催
及
び
定
期
フォ
ロ
ー
ア
ップ

■
高
知
市

・内
閣
府
へ
の
定
期
フォ
ロ
ー
ア
ップ
報
告
（
毎
年
5
月
）

・事
業
の
進
捗
等
に
よ
る
計
画
変
更

■
高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

・定
期
フォ
ロ
ー
ア
ップ
報
告
及
び
計
画
変
更
に
係
る
意
見
提
出

□
県
(地
域
本
部
等
)

・活
性
化
協
議
会
へ
の
参
加
、活
性
化
基
本
計
画
の
フォ
ロ
ー
ア
ップ

計
画
登
載
58
事
業
の
推
進

高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
開
催

及
び
定
期
フォ
ロ
ー
ア
ップ



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
10

日
曜
市
を
は
じめ
とす
る
土
佐
の
街
路
市
の
活
性
化

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
市
、◎
出
店
者
3
組
合
ほ
か
関
係
団
体
等

(1
)新
規
出
店
者
数

14
件

（
R4
）

20
件

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
４
月

(2
)れ
ん
け
い
小
間
売
上
高

―
83
0
万
円

事
業
概
要

「高
知
市
街
路
市
活
性
化
構
想
」に
掲
げ
た
事
業
を
実
施
す
る
こ
とに
よ
り、
地
元
利
用

者
や
観
光
客
、出
店
者
等
、関
係
者
に
とっ
て
魅
力
あ
る
街
路
市
を
創
出
し
、来
客
数
、出

店
者
数
の
増
加
を
図
り、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

街
路
市
活
性
化
構
想
の

推
進

・登
載
41
事
業
中
、4
1
事
業
着
手
済
み
（
H2
7～
R5
）

・高
校
や
大
学
に
よ
る
日
曜
市
で
の
活
動
協
力

高
知
商
業
高
校
（
H2
3～
）
、
県
立
大
（
H2
7～
）

・小
中
学
校
等
の
出
店
支
援
、販
売
体
験

・学
習
の
場
とし
て
の
活
用
（
通
年
）

・段
階
的
な
出
店
基
準
の
規
制
緩
和
（
H2
7～
R4
）

第
1
弾
（
H2
7）
：
手
作
り食
品
製
造
者
及
び
手
作
り工
芸
品
等
製
造
者

に
よ
る
出
店

第
2
弾
（
H3
0）
：
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
出
店
及
び
固
有
店
舗
を
1
店
舗
保
有

す
る
個
人
事
業
主
の
出
店

第
3
弾
（
R
元
）
：
件
数
を
限
定
した
火
気
使
用
を
伴
う調
理
食

・F
ac
eb
oo
k、
In
st
ag
ra
m
に
よ
る
情
報
発
信
（
通
年
）

[成
果
]

・出
店
基
準
の
緩
和
に
よ
る

新
規
出
店
者
数
の
増
加

⇒
58
件
（
H2
7～
R5
）

・毎
週
の
れ
ん
け
い
小
間
出

店
や
イ
ベ
ン
ト実
施
に
よ
る
回

遊
性
の
向
上

[課
題
]

・出
店
者
の
撤
退

・新
規
出
店
者
の
確
保
及
び

廃
業
者
の
抑
制

・出
店
基
準
の
さら
な
る
緩
和

（
火
気
利
用
・酒
類
販
売
・

役
務
提
供
等
）

・次
期
構
想
の
方
向
性
の
検

討 ・各
自
治
体
で
の
輪
番
出
店

希
望
者
の
減
少

・新
た
な
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

・イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
受

入
体
制
の
構
築

街
路
市
活
性
化
の
た
め
の
事
業
推
進

■
高
知
市

・街
路
市
活
性
化
構
想
に
基
づ
い
た
事
業
の
実
施

・出
店
基
準
の
緩
和
の
検
討

・地
域
お
こし
協
力
隊
の
任
用
に
よる
HP
・S
NS
の
情
報
発
信
の
強
化

■
出
店
者
３
組
合
及
び
関
係
団
体

・高
知
市
との
連
携
に
よる
街
路
市
の
活
性
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・ア
ドバ
イザ
ー
制
度
な
ど各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
及
び
活
用
提
案

街
路
市
活
性
化
構
想
の

見
直
し・
フォ
ロ
ー
ア
ップ

・街
路
市
運
営
協
議
会
の
開
催
（
年
複
数
回
）

・街
路
市
活
性
化
推
進
委
員
会
の
開
催
（
年
1
回
）

次
期
構
想
の
策
定
及
び
フォ
ロ
ー
ア
ップ

■
高
知
市

・次
期
構
想
（
R7
～
）
に
係
る
調
査
の
実
施
・策
定

・街
路
市
活
性
化
推
進
委
員
会
で
の
検
討
及
び
フォ
ロー
アッ
プ

■
出
店
者
３
組
合
及
び
関
係
団
体

・次
期
構
想
策
定
及
び
フォ
ロー
ア
ップ
へ
の
参
画

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・街
路
市
活
性
化
推
進
委
員
会
へ
の
参
画

れ
ん
け
い
こ
うち
日
曜
市

出
店
事
業
の
推
進

・県
内
市
町
村
の
輪
番
出
店
（
通
年
）

・れ
ん
け
い
小
間
に
高
知
市
ブ
ー
ス
を
追
加
（
R5
～
）

・れ
ん
け
い
ス
タン
プ
ラリ
ー
の
開
催
（
3
月
開
催
・H
30
～
Ｒ
4）
※
R2
中
止

れ
ん
け
い
こう
ち
日
曜
市
出
店
事
業
の
推
進

■
高
知
市

・来
客
数
増
加
に
向
け
た
「れ
ん
け
い
こう
ち
日
曜
市
出
店
事
業
」の
持
続
・発
展

・新
た
な
イベ
ン
トの
検
討

・出
店
基
準
の
緩
和
（
酒
類
販
売
の
解
禁
）

■
れ
ん
け
い
市
町
村
（
33
市
町
村
）

・日
曜
市
へ
の
単
独
また
は
輪
番
出
店
に
よ
る
観
光
及
び
地
場
産
品
の
PR

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・輪
番
小
間
の
出
店
調
整

街
路
市
活
性
化
の
た
め
の
事
業
推
進

策
定

次
期
構
想
の
実
施

フォ
ロ
ー
ア
ップ

れ
ん
け
い
こう
ち
日
曜
市
出
店
事
業
の
推
進



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
11

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
と創
出
に
よ
る
観
光
振
興

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
市
、(
公
社
)高
知
市
観
光
協
会
、(
特
非
)土
佐
観
光
ガ
イ
ドボ
ラン
テ
ィア
協
会
、

桂
浜
公
園
指
定
管
理
者
、五
台
山
公
園
整
備
事
業
者
、そ
の
ほ
か
関
係
団
体
等

(1
)
高
知
市
内
の
宿
泊
施
設

の
延
べ
宿
泊
者
数
※

10
4
万
人
泊

（
R4
）

12
7
万
人
泊

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)県
外
観
光
客
消
費
額
※

72
4
億
円

（
R4
）

1,
02
7
億
円

事
業
概
要

自
然
や
歴
史
、文

化
な
ど、
高
知
市
が
誇
る
数
多
くの
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
連
携

な
どに
よ
り新

た
な
魅
力
の
創
出
を
図
る
。ま
た
、高

知
の
強
み
を
活
か
し
た
新
た
な
観
光
資

源
の
発
掘
に
取
り組

み
、高

知
県
内
の
周
遊
拠
点
都
市
の
役
割
を
担
うこ
とに
よ
って
、県

内
で
の
周
遊
や
消
費
を
促
し
、さ
らな
る
観
光
振
興
を
図
る
。

※
暦
年

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

周
遊
促
進
と
新
た
な
需

要
の
開
拓

・れ
ん
け
い
こう
ち
観
光
案
内
所
「こ
うち
観
光
ナ
ビ・
ツー
リス
トセ
ン
ター
」の
運
営

（
H3
1.
3～
）

・旅
行
商
品
の
造
成
や
プ
ロモ
ー
シ
ョン
動
画
の
制
作
な
どに
よ
る
県
内
周
遊
の
促

進
（
R
元
～
4）

・航
空
機
利
用
の
旅
行
者
を
ター
ゲ
ット
に
した
旅
行
ル
ー
ト造
成
の
た
め
高
知
市

を
拠
点
とし
た
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施

・ク
リス
マ
ス
マ
ー
ケ
ット
な
どの
夜
間
イベ
ン
ト開
催
に
よ
る
ナ
イト
タイ
ム
エ
コノ
ミー

の
推
進
（
R5
～
）

・高
知
トラ
ベ
ル
コン
パ
ス
の
リリ
ー
ス
（
R6
）

・特
捜
戦
隊
デ
カレ
ンジ
ャー
コラ
ボ
キ
ャン
ペ
ー
ンの
実
施
（
R6
）

[成
果
]

・こ
うち
観
光
ナ
ビ
・ツ
ー
リス

ト
セ
ン
ター
利
用
者
数

10
,8
44
人

(R
6.
4～
10
月
)

[課
題
]

・さ
らな
る
県
内
周
遊
の
促
進

・宿
泊
者
数
の
増
加
に
繋
げ

る
観
光
コン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上

げ ・「
土
佐
っ歩
」の
魅
力
向
上

・食
関
連
イベ
ント
へ
の
若
者

世
代
の
誘
客
強
化

広
域
観
光
の
推
進

■
高
知
市
、れ
ん
け
い
こう
ち
広
域
都
市
圏

・デ
ジ
タル
を活
用
した
プ
ロモ
ー
シ
ョン
の
実
施

・こ
うち
観
光
ナ
ビ・
ツー
リス
トセ
ンタ
ー
の
運
営
継
続

新
た
な
需
要
の
開
拓

■
高
知
市
、桂
浜
公
園
指
定
管
理
者
、五
台
山
公
園
整
備
事
業
者
、(
特
非
)土
佐
観

光
ガ
イド
ボ
ラン
テ
ィア
協
会
他

・路
面
電
車
や
レン
タサ
イク
ル
を活
用
した
テ
ー
マ別
の
観
光
周
遊
コー
ス
の
造
成

・関
係
者
の
連
携
に
よ
る
桂
浜
や
五
台
山
等
の
既
存
観
光
地
の
魅
力
の
磨
き
上
げ

□
高
知
県
（
公
園
下
水
道
課
等
）

・P
ar
k-
PF
Iに
よる
五
台
山
公
園
整
備
事
業
の
実
施

ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コノ
ミー
の
推
進

■
高
知
市
、(
公
社
)高
知
市
観
光
協
会
、ク
リス
マ
ス
マ
ー
ケ
ット
in
高
知
実
行
委
員
会

他 ・イ
ベ
ント
の
各
推
進
会
議
へ
の
参
加
及
び
補
助
支
援

歴
史
や
文
化
を
活
か
し

た
観
光
振
興

・土
佐
の
偉
人
関
連
イベ
ント
等
の
充
実

・食
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・市
の
H
P
や
SN
S
を
用
い
た
高
知
の
「食
」紹
介

・連
続
テ
レ
ビ小
説
「あ
ん
ぱ
ん
」に
関
連
した
取
り組
み
準
備
（
R6
）

・龍
馬
生
誕
19
0
周
年
に
向
け
た
取
り組
み
準
備
（
R6
）

土
佐
の
偉
人
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
や
魅
力
の
向
上

■
高
知
市

・土
佐
観
光
ガ
イド
ボ
ラン
テ
ィア
協
会
等
関
係
団
体
との
連
携
強
化

・龍
馬
関
連
都
市
との
連
携
に
よる
観
光
PR

・龍
馬
関
連
事
業
（
龍
馬
W
or
ld
、龍
馬
の
言
葉
プロ
ジ
ェク
ト等
）
の
実
施

・フ
ォー
カ
ス
され
て
い
な
い
偉
人
に
関
す
る
新
た
な
コン
テ
ン
ツ
の
創
造

・イ
ベ
ント
開
催
へ
の
補
助
支
援

■
(特
非
)土
佐
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィア
協
会
、(
公
社
)高
知
市
観
光
協
会
、桂
浜
公
園

指
定
管
理
者
他

・ニ
ー
ズ
に
応
じた
ガ
イド
の
実
施
な
ど「
土
佐
っ歩
」の
コー
ス
充
実

・龍
馬
関
連
事
業
の
実
施
継
続
及
び
龍
馬
周
年
イベ
ント
の
開
催

食
の
魅
力
を
活
か
し
た
観
光
の
推
進

■
土
佐
の
お
き
ゃく
事
務
局
、土
佐
の
豊
穣
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
、(
公
社
)高
知
市

観
光
協
会
他

・若
者
世
代
の
参
加
を
促
す
広
報
や
宿
泊
に
繋
が
る
手
法
の
検
討

・イ
ベ
ント
の
各
推
進
会
議
へ
の
参
加
及
び
補
助
支
援

広
域
観
光
の
推
進

テ
ー
マ
別
観
光
ル
ー
ト
の
造
成
・発
信

既
存
観
光
地
の
磨
き
上
げ

五
台
山
公
園

整
備 ナ
イ
トタ
イ
ム
エ
コノ
ミー
の
推
進

偉
人
関
連
イ
ベ
ン
トの
実
施
及
び
魅
力
向
上

龍
馬
周
年
イ
ベ
ン
トの
開
催

（
生
誕
19
0
年
、

龍
馬
像
建
立
10
0
年
等
）

食
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
開
催



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
12

よ
さ
こ
い
発
祥
の
地
とし
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
確
立
と
文
化
の
継
承
・発
展

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
市
、◎
よ
さこ
い
祭
振
興
会
、◎
(公
社
)高
知
市
観
光
協
会
、そ
の
ほ
か
関
係
団
体
等

(1
)よ
さこ
い
祭
り来
場
者
数

10
7
万
人

（
R5
）

87
万
人

12
0
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)高
知
よ
さこ
い
情
報
交
流

館
入
館
者
数
※

29
,5
95
人

（
R4
）

46
,3
89
人

60
,0
00
人

事
業
概
要

年
間
を
通
じて
よ
さこ
い
の
魅
力
を
向
上
させ
る
こと
に
よ
り観
光
客
の
誘
致
を
図
る
とと
も
に
、「
よ

さこ
い
」発
祥
の
地
とし
て
の
地
位
の
確
立
・ブ
ラン
ド化
に
取
り組
む
。

※
暦
年

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

よ
さ
こい
祭
りの
運
営
体

制
の
充
実

・コ
ロナ
感
染
防
止
対
策
会
議
の
実
施
（
R4
）

・「
20
22
よ
さこ
い
鳴
子
踊
り特
別
演
舞
」の
開
催
（
R4
）

参
加
チ
ー
ム
96
チ
ー
ム

踊
り子

約
6,
60
0
人

来
場
者
約
31
万
人

・運
営
費
に
加
え
て
、感
染
症
対
策
費
へ
の
助
成
を実
施
（
R4
）

・全
会
場
で
の
通
常
開
催
に
向
け
た
取
り組
み
（
R5
）

・高
知
大
学
等
の
教
育
機
関
と連
携
した
会
場
運
営
支
援
等
（
R5
）

[成
果
]

・第
71
回
よさ
こい
祭
りの
開

催
（
R6
）

参
加
チ
ー
ム
18
4
チ
ー
ム

踊
り子

約
17
,0
00
人

来
場
者
約
87
万
人

[課
題
]

・各
競
演
場
等
の
人
手
及
び

運
営
費
の
不
足

・よ
さ
こ
い
発
祥
の
地
・高
知

市
の
認
知
度
向
上

・よ
さ
こ
い
情
報
交
流
館
の

展
示
・体
験
ス
ペ
ー
ス
の
有

効
活
用
、
イ
ベ
ン
ト
情
報

等
の
発
信
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
誘
客
強
化

よ
さ
こい
祭
りの
運
営
体
制
の
充
実

■
高
知
市
、よ
さこ
い
祭
振
興
会
、(
公
社
)高
知
市
観
光
協
会

・よ
さこ
い
祭
り、
よ
さこ
い
全
国
大
会
の
充
実

・土
佐
学
生
よ
さこ
い
大
会
の
開
催
支
援

・持
続
可
能
な
祭
りの
開
催
に
向
け
た
関
係
者
協
議

県
外
の
よ
さ
こい
で
の
観

光
PR
の
強
化

・県
外
イベ
ント
等
で
の
よさ
こい
の
PR
活
動
（
H2
7～
）

・第
70
回
記
念
大
会
の
積
極
的
な
広
報
（
R5
）

・公
式
ロゴ
マー
ク、
よ
さこ
印
帳
の
制
作
（
R5
）

・よ
さこ
い
LI
NE
の
運
用
（
R5
～
）

・高
知
の
よ
さこ
い
イメ
ー
ジ
イラ
ス
トを
活
用
した
PR

（
ポ
ス
ター
・フ
ラフ
・ラ
ッピ
ング
電
車
等
）
（
R5
）

・原
宿
表
参
道
元
氣
祭
ス
ー
パ
ー
よ
さこ
い
を
き
っか
け
とし
た
渋
谷
区
との
観
光
・

文
化
交
流
協
定
の
締
結
（
R6
）

・よ
さこ
い
を通
じた
地
域
交
流
の
実
施
（
R6
～
）

よ
さ
こい
祭
り発
祥
の
地
とし
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

■
高
知
市

・「
よさ
こい
発
祥
の
地
・高
知
市
」の
通
年
PR

・原
宿
表
参
道
元
氣
祭
ス
ー
パ
ー
よ
さこ
い
へ
の
協
賛
に
よ
る
観
光
PR

・県
外
の
よ
さこ
い
関
連
イベ
ント
に
お
け
る
観
光
PR

高
知
よ
さ
こ
い
情
報
交

流
館
の
充
実

・高
知
よ
さこ
い
情
報
交
流
館
オ
ー
プ
ン
（
H
25
）

・は
りま
や
橋
商
店
街
と連
携
し
て
よ
さこ
い
鳴
子
踊
りの
披
露
（
H
25
～
)

・企
画
展
開
催
（
H
25
～
）

・体
験
プ
ロ
グ
ラム
の
実
施
（
H
25
～
)

・展
示
ス
ペ
ー
ス
拡
張
（
H
27
）

・開
館
５
周
年
記
念
事
業
の
実
施
（
H
30
）

・開
館
10
周
年
記
念
事
業
の
実
施
（
R5
）

・来
館
者
50
万
人
記
念
イベ
ント
の
実
施
（
R5
）

・窪
之
内
英
策
原
画
展
（
R5
）

・高
知
よ
さこ
い
情
報
交
流
館
の
今
後
の
あ
り方
に
係
る
検
討
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ

（
R6
）

高
知
よ
さ
こ
い
情
報
交
流
館
の
充
実

■
高
知
市
、指
定
管
理
者

・各
展
示
・体
験
ス
ペ
ー
ス
の
積
極
的
な
活
用

・魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
コン
テ
ンツ
強
化

・イ
ンバ
ウン
ド観
光
の
集
客
強
化

・イ
ベ
ント
開
催
時
等
の
効
果
的
な
情
報
発
信

・魅
力
向
上
策
の
実
現
に
向
け
た
検
討

持
続
可
能
な
運
営
体
制
の
構
築

競
演
場
・演
舞
場
の
活
性
化

よ
さ
こい
祭
り発
祥
の
地
とし
て
の

ブ
ラ
ン
ド化
の
推
進

高
知
よ
さ
こい
情
報
交
流
館
の
充
実



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
13

桂
浜
公
園
を
核
とし
た
桂
浜
エ
リア
の
活
性
化
に
よ
る
観
光
振
興

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
市
、◎
(株
)は
りま
家
、民
間
事
業
者

桂
浜
公
園
来
園
者
数
※

58
0,
99
5
人

（
R4
）

65
3,
60
4
人

87
0,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

R2
.4
月

※
暦
年

事
業
概
要

県
内
最
大
の
観
光
施
設
で
あ
る
桂
浜
公
園
を、
自
然
景
観
と歴
史
資
源
を生
か
した
学
び
や
憩

い
、楽
しみ
が
溢
れ
る
公
園
とし
て
整
備
し、
国
内
外
か
らの
観
光
入
込
客
数
の
増
加
を図
る
。

また
、桂
浜
公
園
の
魅
力
ア
ップ
に
よる
集
客
効
果
に
あ
わ
せ
て
観
光
案
内
機
能
を強
化
す
るこ
と

に
より
、県
内
各
地
へ
の
周
遊
を
促
進
す
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

桂
浜
公
園
整
備

・桂
浜
公
園
整
備
基
本
計
画
策
定
（
H
28
）

・公
的
施
設
（
休
憩
所
等
）
整
備
の
実
施
（
R3
）

→
観
光
施
設
等
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・桂
浜
公
園
包
括
的
指
定
管
理
の
開
始
（
R4
～
）

・指
定
管
理
者
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
R4
～
）

海
の
露
店
市
（
バ
ザ
ー
ル
）
、海

の
ハ
ロ
ウ
ィン
な
ど

・商
業
エ
リア
の
リニ
ュー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
R5
）

・高
知
灯
台
、椿
の
小
径
の
整
備
（
R4
～
R5
）

→
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・ボ
ラン
テ
ィア
ガ
イド
に
よる
草
花
ガ
イド
ツア
ー
の
造
成
（
R4
～
）

・国
民
宿
舎
桂
浜
荘
の
利
活
用
検
討
（
R4
～
）

・P
ar
k-
PF
Iに
よ
る
国
民
宿
舎
桂
浜
荘
の
整
備
・管
理
運
営
業
事
業
者
の
公

募
（
R6
）

[成
果
]

・桂
浜
公
園
来
園
者
数
の

増
加

R4
：
58
0,
99
5
人

→
R6
：
65
3,
60
4
人

[課
題
]

・来
場
者
増
加
に
向
け
た
新

た
な
賑
わ
い
づ
くり

・国
民
宿
舎
桂
浜
荘
の
活

用 ・さ
らな
る
県
内
周
遊
の
促
進

・桂
浜
桟
橋
の
活
用

回
遊
性
向
上
及
び
新
た
な
賑
わ
い
づ
くり

■
高
知
市
、指
定
管
理
者

・イ
ベ
ント
実
施
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
及
び
ナ
イト
タイ
ム
エ
コノ
ミー
の
推
進

・大
型
連
休
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
等
の
道
路
渋
滞
対
策
の
検
討
・実
施

公
園
全
体
の
魅
力
向
上

■
高
知
市
、民
間
事
業
者

・民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
国
民
宿
舎
桂
浜
荘
の
新
た
な
利
活
用

・基
本
計
画
に
基
づ
い
た
施
設
整
備
の
推
進

周
遊
拠
点
とし
て
の
機
能
強
化

■
高
知
市

・観
光
情
報
の
充
実
化

・市
内
に
あ
る
観
光
施
設
との
タイ
アッ
プ

船
着
き
場
整
備

・実
施
設
計
の
作
成
（
R
元
）

・設
置
工
事
（
R2
）

・桂
浜
防
波
堤
内
に
整
備
予
定
の
桟
橋
に
つ
い
て
関
係
者
協
議

（
R4
～
）

船
着
き
場
の
活
用

「№
14

遊
覧
船
に
よ
る
浦
戸
湾
の
観
光
振
興
」の
取
り組
み
に
よ
る

防
波
堤
整
備
工
事

□
国
（
四
国
地
方
整
備
局
）

・津
波
防
波
堤
整
備
の
実
施

□
県
（
港
湾
・海
岸
課
等
）

・桂
浜
桟
橋
の
移
設
協
議

※
津
波
防
波
堤
の
整
備
に
よ
り現
行
の
桂
浜
桟
橋
が
使
用
で
き
な
くな
った

場
合
に
、関

係
機
関
との
調
整
協
議
が
必
要

周
遊
拠
点
とし
て
の
機
能
強
化

回
遊
性
向
上
及
び
新
た
な
賑
わ
い
づ
くり

防
波
堤
整
備
工
事

船
着
き
場
の
活
用

事
業
者

選
定

事
業
実
施



高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
14

遊
覧
船
に
よ
る
浦
戸
湾
の
観
光
振
興

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)土
佐
レ
ジ
ン

観
光
遊
覧
船
の
乗
船
客
数

1,
26
6
人

(R
4)

2,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

事
業
概
要

浦
戸
湾
を
活
用
し
た
観
光
遊
覧
船
の
取
り組
み
等
に
よ
り県
内
外
か
ら
の
観
光
客
の
誘

客
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

遊
覧
コ
ー
ス
の
拡
充
に

よ
る
魅
力
向
上

・新
た
な
発
着
場
で
の
運
行
開
始
（
H2
9～
）

・桂
浜
新
桟
橋
設
置
（
R2
）

・コ
ンベ
ンシ
ョン
協
会
に
よる
ツア
ー
の
造
成
（
R2
～
）

・遊
覧
コー
ス
の
PR
と運
航
に
お
け
る
安
全
性
の
確
立
と効
率
化
の
た
め
の
シ
ス
テ

ム
構
築
（
R3
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・桂
浜
コー
ス
の
安
全
運
航
に
向
け
た
トラ
イア
ウト
（
R3
～
4）

R3
：
3
回
、R
4：
3
回

・現
浮
桟
橋
の
県
の
処
分
方
針
の
決
定
に
伴
う事

業
継
続
に
向
け
た
協
議

（
R6
）

[成
果
]

・運
行
回
数

R2
：
11
0
回

R3
：
14
2
回

R4
：
18
1
回

R5
：
19
0
回

・乗
船
客
数
の
増
加

R2
：
55
1
人

R3
：
82
4
人

R4
：
1,
26
6
人

R5
：
1,
28
2
人

[課
題
]

・現
浮
桟
橋
の
処
分
に
伴
う

事
業
継
続

・既
存
コー
ス
の
魅
力
向
上

既
存
遊
覧
コー
ス
の
磨
き
上
げ
及
び
新
た
な
遊
覧
コー
ス
の
造
成

■
(株
)土
佐
レ
ジ
ン

・乗
船
者
の
満
足
度
、ニ
ー
ズ
の
把
握

・既
存
遊
覧
コー
ス
の
改
良
及
び
新
た
な
遊
覧
コー
ス
の
検
討

(桂
浜
コー
ス
、サ
ンセ
ット
クル
ー
ズ
等
)・

・乗
降
地
の
拡
充
に
対
応
した
受
入
体
制
の
検
討

・各
種
イベ
ント
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
活
用
提
案

・新
た
な
発
着
場
の
検
討

県
内
外
へ
の
PR
活
動

・S
NS
、H
P
に
よる
情
報
発
信
（
H2
7～
）

・観
光
案
内
所
等
へ
の
リー
フレ
ット
の
設
置

・各
テ
レ
ビ局
で
の
生
中
継

・T
VC
M
に
よる
情
報
発
信
（
R4
）

→
高
知
市
広
告
活
用
販
売
促
進
支
援
事
業
の
活
用

観
光
客
に
向
け
た
PR
活
動

■
(株
)土
佐
レ
ジ
ン

・H
P
や
SN
S、
観
光
情
報
誌
へ
の
掲
載
等
に
よ
る
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・I
ns
ta
gr
am

等
県
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
を
用
い
た
PR

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

■
(株
)土
佐
レ
ジ
ン

・イ
ベ
ン
ト
参
加
に
よ
る
遊
覧
船
の
認
知
度
向
上

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・イ
ベ
ン
ト
参
加
の
サ
ポ
ー
ト

既
存
コー
ス
の
磨
き
上
げ

及
び
新
コー
ス
の
検
討

観
光
客
に
向
け
た
PR
活
動

イ
ベ
ン
トへ
の
参
加


